
                                                  

令和４年８月２６日付け監査委員告示第８号公表分 

⑴ 芸濃総合支所 

  ア 地域振興課（津市錫杖湖水荘） 

監査の結果 (ア) 不適正な減免手続について 

当該施設では、利用促進の取組の一環として、令和

３年２月１日付けの総合支所長決裁により、１泊以上

で１０名以上の団体に対し、使用料の２分の１を減額

することとしている。 

しかしながら、当該利用促進策を周知するチラシに

は、決裁と異なり設備器具の使用料が無料と記載され

ており、これに基づき１団体に対して、減免申請の手

続なしに使用料を全額免除していた。 

これらのことは、減免の決定が権利（債権）の放棄

という重要な意思決定であることを職員が十分に認識

することなく、安易に事務処理を行っていたと言わざ

るを得ない。 

今後は、関係法令を遵守した適正な減免手続が行わ

れるよう徹底されたい。 

措置の内容  津市錫杖湖水荘の設置及び管理に関する条例及び同 

条例施行規則並びに当該施設に係る減免基準を遵守し、

適正な事務処理を徹底している。 

 

監査の結果 (イ) 不適正な公金の取扱いについて 

当該施設では減免基準により、１泊以上で１０名以

上の団体については、使用料の２分の１が減額される

ことになっている。 

しかしながら、基準を満たす団体から減免申請があ

ったにもかかわらず、使用料の一部を減額することな

く正規の料金を徴収していたものがあったことから、

本監査中に戻出処理を行うに至った。 

当該団体のものを含め、減免を決定した全ての決裁

に、減免金額の記入がなかったことからも、チェック



体制が機能していなかったことは明らかである。 

今後は、このような不適正な公金の取扱いをするこ

とがないよう、組織としてのチェック体制を強化し、

設置条例及び施行規則に基づく使用料徴収事務を徹底

されたい。 

措置の内容 津市錫杖湖水荘の設置及び管理に関する条例及び同 

条例施行規則並びに当該施設に係る減免基準を遵守し、

適正な事務処理を徹底している。 

イ 地域振興課（津市芸濃総合文化センター） 

監査の結果 

 

利用者間の公平性の確保について 

津市芸濃総合文化センター内市民ホール及び大研修

室に関する規則第４条第１項第１号において、市民ホ

ールの使用許可申請期間は「使用しようとする日の属

する月の６月前の月の初日から１０日前まで」と定め

られている。 

しかしながら、令和３年３月４日に１団体から、令

和３年４月１日から令和４年３月３１日までの毎週、

合計５１日分をまとめた使用許可申請書及び使用料減

免申請書が提出され、一括して使用許可及び免除決定

していたものがあり、その金額は合計７６万６，９３

０円となっていた。 

また、当該団体は、地域住民による地域文化の振興

に寄与する活動団体ではあるが、同施設の減免基準に

おいて、使用料の減免対象となる団体として明示され

ている社会教育関係団体、社会体育関係団体、文化関

係団体のいずれの団体でもなかった。 

正規の使用許可申請期間の前に一括で使用を許可す

ることは、利用者間の利用機会の公平性を損ねるもの

であり、減免基準に該当しない団体の使用料を免除す

ることは、施設の維持管理費の一部を受益者が負担す

る原則に反するものである。 

ところが、減免を決定した決裁には、どのような理



由によりこれを認めたのか記入されておらず、説明責

任を十分に果たしているとは言えない。 

減免基準に該当しない団体を減免しようとする場合

には、特定団体を優遇しているとの疑念を招かないよ

う、理由を明確に示したうえで市長決裁を得るととも

に、利用者間の公平性を確保するために施行規則に基

づく事務処理を徹底されたい。 

措置の内容 津市芸濃総合文化センター内市民ホール及び大研修

室に関する規則に基づいた使用許可手続を徹底すると

ともに、減免基準に基づく適正な事務処理を徹底して

いる。 

⑵ 一志総合支所 

ア 地域振興課（津市波瀬ふれあい会館） 

監査の結果 コンプライアンスの徹底について 

施行規則第５条において、使用許可申請に対し、使

用を許可したときは、コミュニティセンター使用許可

書（第２号様式）を交付するものと定められている。 

しかしながら、所定の様式ではなく、提出された使

用許可申請書原本を修正テープで加工し、その写しを

使用許可書として交付していた。 

また、全ての使用許可申請及び使用料減免申請に対

し、使用許可及び免除決定に係る決裁がなされていな

かった。 

使用許可及び免除決定に際しては、施行規則で定め

る様式を使用するとともに、専決権者による決裁を徹

底されたい。 

措置の内容 使用許可及び免除決定に際しては、津市コミュニテ

ィセンターの設置及び管理に関する条例施行規則で定

める様式を使用するとともに、専決権者による決裁を

徹底している。 

イ 地域振興課（津市コミュニティプラザ川合） 

監査の結果 コンプライアンスの徹底について 



施行規則第５条において、使用許可申請に対し、使

用を許可したときは、コミュニティセンター使用許可

書（第２号様式）を交付するものと定められている。 

しかしながら、所定の様式ではなく、提出された使 

用許可申請書の写しを使用許可書として交付していた。 

また、全ての使用許可申請及び使用料減免申請に対

し、使用許可及び免除決定に係る決裁がなされていな

かった。 

使用許可及び免除決定に際しては、施行規則で定め

る様式を使用するとともに、専決権者による決裁を徹

底されたい。 

措置の内容 使用許可及び免除決定に際しては、津市コミュニテ

ィセンターの設置及び管理に関する条例施行規則で定

める様式を使用するとともに、専決権者による決裁を

徹底している。 

⑶ 香良洲総合支所 

    地域振興課（津市サンデルタ香良洲） 

監査の結果 使用料免除に係る決裁の徹底について    

使用料減免額については、使用許可申請書を受付し

た市担当者が、使用許可申請書下段の使用料算定欄を

用いて、申請内容に応じた使用料を算定した上で、使

用料減免申請書下段の減免額算定欄を用い、当該使用 

料に減免率を乗じることで算定することとなっている。 

使用料及び免除の金額は算定されていたものの、全

ての使用許可申請及び使用料減免申請に対し、使用許

可及び免除決定に係る決裁がなされていなかった。 

使用料を免除することは、権利（債権）を放棄する

重要な意思決定であることから、専決権者による決裁

を徹底されたい。 

措置の内容  使用許可申請及び使用料減免申請に対し、使用許可

及び使用料の免除決定に係る専決権者による決裁を徹

底している。 



⑷ 商工観光部 

   商業振興労政課（津市まん中広場） 

監査の結果 使用料免除に係る決裁の徹底について 

使用料減免額については、使用許可申請書を受付し

た市担当者が、使用許可申請書下段の使用料算定欄を 

用いて、申請内容に応じた使用料を算定した上で、使 

用料減免申請書下段の減免額算定欄を用い、当該使用 

料に減免率を乗じることで算定することとなっている。 

しかしながら、全ての使用料減免申請書下段の減免

額算定欄が記入されていない上、免除決定に係る決裁

もなされていなかった。 

また、５１件の使用料減免申請書のうち、１２件に

減免理由が記入されていなかった。 

免除となっているのは、全て商工観光部内事業によ

るものではあるが、減免理由が記載されているか確認

を徹底するとともに、使用料減免申請書の減免額算定

欄を記入し、専決権者による決裁を徹底されたい。 

措置の内容 使用料減免申請書の受付の際には、減免理由が記載

されているかの確認を徹底するとともに、使用料減免

申請書の減免額算定欄を記入し、専決権者による決裁

を徹底している。 

⑸ 久居総合支所 

   地域振興課（津市榊原農民研修所） 

監査の結果 ア 使用料免除に係る決裁の徹底について 

使用料減免額については、使用許可申請書を受付し

た市担当者が、使用許可申請書下段の使用料算定欄を

用いて、申請内容に応じた使用料を算定した上で、使

用料減免申請書下段の減免額算定欄を用い、当該使用 

料に減免率を乗じることで算定することとなっている。 

使用料及び免除の金額は算定されていたものの、全

ての使用許可申請及び使用料減免申請に対し、使用許

可及び免除決定に係る決裁がなされていなかった。 



使用料を免除することは、権利（債権）を放棄する

重要な意思決定であることから、専決権者による決裁

を徹底されたい。 

措置の内容 使用許可申請及び使用料減免申請に対し、使用許可

及び使用料の免除決定に係る専決権者による決裁を徹

底している。 

 

監査の結果 イ 利用者間の公平性の確保について 

施行規則第４条において、使用許可申請期間は「使

用しようとする日の３月前の日から当日までの間」と

定められている。 

しかしながら、年度当初に、１年分の使用日時一覧

表を添付した申請書を提出した２団体に対して、まと

めて使用許可及び免除決定をしていた。 

正規の使用許可申請期間の前に使用許可及び免除決

定をすることは、利用者間の利用機会の公平性を損ね

るものであることから、施行規則に基づく事務処理を

徹底されたい。 

措置の内容 津市榊原農民研修所の設置及び管理に関する条例施

行規則に定められた使用許可申請期間を遵守し、適正

な事務処理を徹底している。 

⑹ 一志総合支所 

地域振興課（津市一志農村環境改善センター） 

監査の結果 使用料免除に係る決裁の徹底について 

使用料減免額については、使用許可申請書を受付し

た市担当者が、使用許可申請書下段の使用料算定欄を

用いて、申請内容に応じた使用料を算定した上で、使

用料減免申請書下段の減免額算定欄を用い、当該使用 

料に減免率を乗じることで算定することとなっている。 

しかしながら、使用許可申請書下段の使用料算定欄

を記入する代わりに、免除したものについて「使用料

減免」というゴム印が押されていた。 



また、全ての使用許可申請及び使用料減免申請につ

いて、使用許可及び免除決定に係る決裁がなされてい

なかった。 

使用許可及び免除決定に際しては、使用許可申請書

及び使用料減免申請書の金額算定欄を記入するととも

に、専決権者による決裁を徹底されたい。 

措置の内容 使用許可及び免除決定に際しては、使用許可申請書

及び使用料減免申請書の金額算定欄を記入するととも

に、専決権者による決裁を徹底している。 

⑺ 白山総合支所 

地域振興課（津市白山農民研修所） 

監査の結果 不適正な公金の取扱いについて 

当該施設の使用料については、設置条例別表（第７

条関係）備考において、冷暖房を使用する場合、施設

の使用料に１０分の３の額（１０円未満の端数がある

ときは、その端数金額を切り捨てた額）を加算した額

を使用許可の際に徴収するものとされている。 

ある団体が令和３年９月に当該施設の冷暖房使用を

含む使用許可及び減額決定を得ていたが、新型コロナ

ウイルス感染症緊急事態宣言の発令により当該施設が

休止となったため、本来であれば、使用料還付申請書

の提出を受けて既納の使用料の全額を還付すべきとこ

ろ、次回の使用許可申請時の使用料に充てていた。 

ところが、使用料を充てていた使用日は、冷暖房費

が加算されない１０月であったため、９月使用分とし

て加算していた冷暖房費相当額が過徴収のままとなっ

ていた。加えて、冷暖房費が加算されない使用日の使

用許可においても、誤って冷暖房費を加算した額で使

用料を徴収しているものもあり、合計で４６５円を過

徴収していたことから、本監査中に戻出処理を行うに

至った。 

今後は、このような不適正な公金の取扱いをするこ



とがないよう、組織としてのチェック体制を強化し、

設置条例及び施行規則に基づく使用料徴収事務を徹底

されたい。 

措置の内容  今後は、このような不適正な公金の取扱いをするこ

とがないよう、組織としてのチェック体制を強化し、

津市白山農民研修所の設置及び管理に関する条例及び

同条例施行規則に基づく使用料徴収事務を徹底してい

く。 

 

 

 


